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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 2,174 △12.7 △239 ― △197 ― △198 ―
21年3月期第2四半期 2,490 ― △260 ― △227 ― △256 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △11.48 ―
21年3月期第2四半期 △14.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 4,236 3,145 74.2 182.11
21年3月期 4,624 3,398 73.5 196.80

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  3,145百万円 21年3月期  3,398百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 2.00 2.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,092 △6.0 △78 ― △25 ― △25 ― △1.45
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 18,044,715株 21年3月期  18,044,715株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  776,168株 21年3月期  771,224株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 17,269,194株 21年3月期第2四半期 17,276,580株
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  当第２四半期連結累計期間（６か月）におけるわが国経済は、世界的な金融危機に端を発した景気後退が下げ止ま

りを見せ始めたものの、依然として企業収益や雇用・所得環境は厳しい状況が続くなど、景気はさらに混迷の度合い

を深めました。 

 このような状況のなか、当第２四半期連結累計期間（６か月）の実績といたしましては、売上高は21億７千４百万

円（前年同期比12.7％減）、経常損失は△１億９千７百万円（前年同四半期は△２億２千７百万円）、第２四半期純

損失は１億９千８百万円（前年同四半期は△２億５千６百万円）となりました。 

  

 当第２四半期末における総資産は42億３千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億８千７百万円減少いたし

ました。  

主な要因は売上の減少と季節要因による売掛金及び受取手形の減少が２億７百万円、投資有価証券の時価下落に伴う

減少７千３百万円等があったことによるものであります。  

負債につきましては前連結会計年度末に比べて１億３千４百万円減少し10億９千１百万円となりました。 

主な要因は季節要因による買掛金及び未払金の減少によるものであります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２億５千３百万円減少し31億４千５百万円となりました。 

これは四半期純損失１億９千８百万円を計上したことによるものと、投資有価証券の時価の下落に伴う、その他有価

証券評価差額金の減少５千５百万円があったことによるものであります。  

キャッシュ・フロ－の状況 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は６億２千８百万円で前連結

会計年度末に比べて４百万円増加（前年同四半期は３億８千３百万円の資金減）いたしました。各キャッシュ・フロ

－の状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）  

 営業活動によるキャッシュ・フロ－は、１億３百万円の減少となりました。（前年同四半期は１億７千２百万円の

減少）これは売上債権の減少による資金の増加２億１千２百万があった一方で、四半期純損失の計上１億９千４百万

円、たな卸資産の増加による資金の減少２千５百万円及び仕入債務の増加による資金の減少５千７百万円等があった

ことによるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロ－）  

 投資活動によるキャッシュ・フロ－は、１億８百万円の増加となりました。（前年同四半期は１億２千４百万円の

減少）これは主に退店店舗の差入保証金の返還による資金の増加１億５百万があったことによるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロ－）  

 財務活動によるキャッシュ・フロ－は、リ－ス債務の返済による支出等により0.8百万万円の減少となりました。

前年同四半期は配当金の支払等による支出が８千７百万円ありました。  

  景気減速に伴う個人消費の減退等の影響を受け、当社は売上高及び売上総利益の確保が難しい状況となっており 

ます。また、第２四半期以降においても、当社業績は引き続き厳しい状況となることが予想され、通期業績の計画 

確保が困難な状況となっております。 

 以上の結果、平成21年５月15日に発表した平成22年３月期の通期業績予想を修正しております。内容につきま 

しては本日発表しております、「平成22年3月期第2四半期連結累計期間および通期における業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。 

 なお、この予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としております。実際の業績は今後様々な 

要因により大きく異なる結果となる可能性があります。  

  該当事項はありません。  

   

  該当事項はありません 

   

 該当事項はありません。  

  

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 628,255 623,830

受取手形及び売掛金 394,781 602,731

商品及び製品 229,829 213,575

仕掛品 21,072 10,830

原材料 132,697 133,642

その他 101,566 171,290

貸倒引当金 △2,041 △4,498

流動資産合計 1,506,162 1,751,402

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 167,466 182,555

その他（純額） 263,317 263,687

有形固定資産合計 430,783 446,242

無形固定資産   

その他 7,661 8,206

無形固定資産合計 7,661 8,206

投資その他の資産   

投資有価証券 1,084,368 1,158,224

敷金及び保証金 996,402 1,050,742

その他 364,277 373,603

貸倒引当金 △152,758 △163,663

投資その他の資産合計 2,292,289 2,418,906

固定資産合計 2,730,734 2,873,356

資産合計 4,236,896 4,624,758

負債の部   

流動負債   

買掛金 163,395 220,750

未払法人税等 8,846 11,317

ポイント引当金 31,026 27,146

その他 293,567 353,700

流動負債合計 496,836 612,915

固定負債   

繰延税金負債 134 13,743

退職給付引当金 482,532 491,262

役員退職慰労引当金 92,931 89,565

その他 19,456 18,712

固定負債合計 595,055 613,284

負債合計 1,091,891 1,226,199

4



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,727,560 2,727,560

資本剰余金 882,948 1,174,617

利益剰余金 △351,194 △444,611

自己株式 △79,102 △79,031

株主資本合計 3,180,213 3,378,535

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △35,207 20,024

評価・換算差額等合計 △35,207 20,024

純資産合計 3,145,005 3,398,559

負債純資産合計 4,236,896 4,624,758
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 2,490,985 2,174,173

売上原価 1,224,924 1,072,479

売上総利益 1,266,061 1,101,693

販売費及び一般管理費 1,526,260 1,341,513

営業損失（△） △260,199 △239,819

営業外収益   

受取利息 1,784 1,893

受取配当金 24,650 23,937

受取手数料 7,904 6,781

雑収入 4,270 10,938

営業外収益合計 38,609 43,551

営業外費用   

支払利息 － 205

投資事業組合運用損 4,939 59

雑損失 975 970

営業外費用合計 5,915 1,235

経常損失（△） △227,504 △197,502

特別利益   

貸倒引当金戻入額 831 13,361

償却債権取立益 114 －

特別利益合計 946 13,361

特別損失   

役員退職慰労金 1,157 －

固定資産除却損 2,944 104

投資有価証券評価損 3,964 1,306

固定資産処分損 6,230 －

減損損失 10,654 8,481

特別損失合計 24,952 9,892

税金等調整前四半期純損失（△） △251,510 △194,033

法人税、住民税及び事業税 4,940 4,217

法人税等合計 4,940 4,217

四半期純損失（△） △256,451 △198,251
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △251,510 △194,033

減価償却費 30,640 19,697

減損損失 10,654 8,481

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,444 △13,361

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,946 3,366

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,414 △8,730

受取利息及び受取配当金 △26,434 △25,830

支払利息 － 205

売上債権の増減額（△は増加） 237,069 212,924

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,586 △25,551

仕入債務の増減額（△は減少） △87,236 △57,354

その他 △57,485 △43,074

小計 △175,692 △123,262

利息及び配当金の受取額 26,442 25,833

利息の支払額 － △205

法人税等の支払額 △23,193 △5,713

営業活動によるキャッシュ・フロー △172,445 △103,346

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,166 △4,654

投資有価証券の取得による支出 △833 △850

敷金及び保証金の回収による収入 38,938 105,256

敷金及び保証金の差入による支出 △213 △83

短期貸付けによる支出 △150,000 －

出資金の回収による収入 － 4,500

貸付金の回収による収入 － 5,882

その他 △1,911 △1,411

投資活動によるキャッシュ・フロー △124,185 108,639

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △685 △70

リース債務の返済による支出 － △797

配当金の支払額 △86,396 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,081 △868

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △383,712 4,425

現金及び現金同等物の期首残高 1,111,254 623,830

現金及び現金同等物の四半期末残高 727,542 628,255
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 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日  至平成21年９月30日）  

 当社グル－プは、衣料品製造販売（受託縫製を含む）事業を主な事業としておりますが、当セグメントの 

売上高及び営業損失の金額が、全セグメントの売上高の合計及び営業損失の合計の90％を超えておりますので、

事業のセグメント情報の記載を省略しております。  

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日  至平成21年９月30日）  

 存子会社及び存外支店はありませんので記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日  至平成21年９月30日）  

 海外売上高はありませんので記載を省略しております。 

  

  

  

 当社は、平成21年６月26日開催の定時株主総会の決議に基づき、その他資本剰余金を291,668千円減少し繰 

越利益剰余金の欠損を填補することを決議しております。この結果、当第１四半期連結会計期間において資本 

剰余金が291,668千円減少し、繰越利益剰余金が291,668千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資 

本剰余金が882,948千円、利益剰余金が△351,194千円となっております。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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